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表
紙
、
裏
表
紙
写
真
は
『
岩
屋
の
草
子
』（
愛
知
県
立
大
学
附

属
図
書
館
蔵
）。

写
本
。
折
本
。

29.4
×

22.5
。
大
本
。
全
一
巻
。
成
立
は
室
町
末
か
ら

江
戸
極
初
期
か
。

　

別
名
、『
岩
屋
の
物
語
』『
対
の
屋
姫
物
語
』
と
も
い
う
。
公
家

小
説
、
継
子
物
。

　

奈
良
絵
本
。
室
町
物
語
の
ひ
と
つ
。

　

内
容
と
し
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

堀
川
中
納
言
と
白
川
の
姫
宮
の
間
に
生
ま
れ
た
姫（
対
の
屋
姫
）

は
、
母
の
死
後
、
父
の
任
官
に
伴
い
、
父
や
継
母
、
そ
の
連
れ
子

と
と
も
に
大
宰
府
に
向
か
う
。
道
中
、
明
石
に
て
継
母
の
姦
計
に

よ
り
殺
害
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
、
姫
の
あ
ま
り
の
美
し
さ
、
気
高

さ
に
、
殺
害
の
命
を
受
け
た
乳
母
子
は
姫
を
殺
せ
ず
、
姫
は
沖
の

孤
島
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
。
実
母
の
霊
の
励
ま
し
と
観
音
信
仰

に
よ
っ
て
明
石
の
海
士
に
救
わ
れ
、
岩
屋
で
養
わ
れ
る
。
伊
予
か

ら
の
帰
途
に
あ
っ
た
二
位
の
中
将
に
見
つ
け
ら
れ
、
京
に
連
れ
戻

【
表
紙
・
裏
表
紙
解
説
】
あ
い
ち
国
文
第
10
号

さ
れ
る
。
中
将
の
両
親
は
、
海
士
の
娘
を
中
将
に
あ
き
ら
め
さ
せ

よ
う
と
す
る
が
、
姫
の
知
識
や
管
弦
の
才
能
に
触
れ
、
教
養
や
芸

能
に
秀
で
た
女
性
と
し
て
結
婚
を
認
め
る
。
の
ち
に
、
中
将
と
姫

君
と
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
は
女
御
と
な
り
、
一
族
は
子
孫
繁
栄
を

み
る
。
た
だ
し
、
愛
知
県
立
大
学
本
の
内
容
は
物
語
の
途
中
で
終

わ
っ
て
い
る
。

　

国
内
外
に
巻
子
本
と
冊
子
本
が
存
在
し
て
い
る
が
、
本
資
料
は

冊
子
か
ら
折
本
に
仕
立
て
な
お
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
珍
し
い
と

い
え
る
。
書
入
れ
や
印
記
は
あ
る
も
の
の
、
詳
細
は
不
明
。

　

愛
知
県
立
大
学
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（http://opac1.aichi-

pu.ac.jp/kicho/index.htm
l

）
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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世
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文
責
：
熊
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）


